
  令和 ７年 ６月 27日  

調 査 研 修 報 告 書（議員用） 

報告者： 宇山 茂之 

実施場所：リファレンス広島小町ビル 実施日：令和 7年 5月 27日、28日 

■目的・課題・問題事項（調査・研修に先立っての思いや本市の現状 など） 

 

  新人議員が議会活動、議員活動を行う上で、基本的な事項（議員の仕事、自治体財 

政、一般質問、議会制度）を学び理解し、それをもとに実践できるように議員資質の 

向上を目指す。 

■参考とすべき事項 

 

  1．議員の仕事 

    ・全ての活動は、地方自治法第 1条の 2「住民の福祉の増進」を図ることが基本 

  2．自治体財政 

    ・数字のチェックではなく、事業の成果を聞く 

    ・お金の使い方を決めているのは議会 

    ・決算カード（総務省）や財政状況資料集を見る 

  3．一般質問 

    ・自分のテーマを持ち、一貫した政策軸が活動の基本 

    ・質問は提案型として、現状認識を共有、課題認識を共感、仮説・検証・提案・ 

     期待される成果を訴える 

  4．議会制度 

    ・地方自治法と条例、会議規則を読みルールを知る 

    ・制度を知り主張を論理的にする 

■提言・その他（本市の施策等にどのように活用すべきか など） 

 

  研修を受講し、議員としての心構えや決算カードの分析、情報収集機関、一般質問 

への取り組み方などを学びました。これからの議員活動において、住民の福祉の増進 

のための実効性のある政策提案を行っていきます。 

 


